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緊急時の対応⽅針検討 実践講習

緊急事態が発⽣し、記者会⾒や取材対応を⾏う際には、発⽣事象の情報を急ぎ収集・把握すると同時に、
メディア対応という情報発信まで⾒据えた⽅針を、組織内部で検討・決定しておくことが重要です。
⽅針決定のための会議運営と検討、それらに基づく資料作成などのプロセスを体験する実践型講習を提供します。

緊急対応⽅針検討・決定のワーク＆ディスカッション

n ステークホルダー
「誰に」伝えるか

n 公表スタンス（情報開⽰ライン）
「何を」「どこまで」公表・開⽰するか

n キーメッセージ
「どのような姿勢・対策」を⽰すか

広報対応⽅針の検討・決定緊
急
事
態
の
発
⽣

情
報
の
収
集
・
把
握

緊急記者会⾒

個別取材対応

l ステートメント

l 報道発表資料

l 想定QA …など

• エスカレーション
フローに則った、
現場からの情報吸
い上げ

• 吸い上げた情報に
基づくポジション
ペーパーの作成・
更新

＜ 緊急時の広報対応フローにおけるの⽅針検討・決定の位置づけ ＞

情報発信・メディア対応準備
２１

対応⽅針を固めずに、情報発信（会⾒・取材対応等）をすると批判・炎上を招きかねない
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緊急時の対応⽅針検討 実践講習①緊急時の広報対応⽅針検討WS

危機事案への広報対応⽅針を検討・決定するプロセスを
ワーク、ディスカッションで体験（登壇者＆広報担当者向け）

全
体
討
議

＜20分程度＞ ＜40分程度＞ ＜50分程度＞

情報の整理・把握
※発⽣事実・経過を確認

ステークホルダー
の洗い出し

⾃社としての
⾒解、公表スタンス
（情報開⽰ライン）

の検討

キーメッセージ
の検討・作成

個
⼈
・
グ
ル
*
プ
で
発
表
・
討
議

全
体
討
議
・
ま
と
め

個
⼈
・
グ
ル
*
プ
で
発
表

緊急事態の想定シナリオや実際の事例に基づいて、
事実経過の【情報整理】、【ステークホルダー】【⾒解と公表スタンス】【キーメッセージ】の確認・検討といったフローを、
個⼈ワークまたはグループワークと、討議を組み合わせて進め、実践を通して緊急時の検討ポイントを理解するプログラムです。

＜ 緊急時の広報対応⽅針検討ＷＳの流れ・タイムライン⽬安 ＞ 110分程度
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緊急時の対応⽅針検討 実践講習②緊急時の情報発信・メディア対応準備

広報対応⽅針に基づく報道資料作成ワーク（広報担当者向け）

過去に起きた緊急事態案件をアレンジした想定シナリオと、その広報対応⽅針に基づいて、
記者会⾒や個別取材対応といった情報発信・メディア対応で必要となる資料等の作成を、グループワーク形式で実施します。
【ステートメント】【報道発表資料】【想定ＱＡ】の準備など、広報実務として必要なスキルを醸成・確認できるプログラムです。

＜想定する危機事案の例＞
・関連施設等での⼤規模事故
・情報漏洩・流出
・システム障害
・コンプライアンス違反
・労務問題（過労・ハラスメント等）
・従業員による犯罪⾏為

事案の把握と⽅針決定

情報の整理・把握

ステークホルダー／広報⽅針
の検討・確認

＜ 緊急時の報道資料作成ワークの流れ ＞ 180分程度

報道資料作成ワーク

ステートメント

報道発表資料
（プレスリリース・お知らせ等）

想定ＱＡ

全
体
討
議 グループ討議

グループ討議
組織として統⼀した
広報⽅針を固める重要性と、
その⽅針に基づく適切な情報
発信・報道対応準備のコツ

を実践型で習得できます。

全
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議
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表


